
豊中市立学校教育認定研究会  

 

活動内容 ４月 

＜各学校の情報交流＞ 

・ 支援学級担任・通常学級担任から、担当し

ている児童やクラスの児童を中心に、情報交

流をした。 新しく支援学級担任になった教

員からは、児童の指導方法についての相談が

あった。昨年度の担当からの引き継ぎ方法や

タブレットの使用についてなどで意見交流をし

た。 

 

 

・ 小学校の教員からは、中学校卒業後の進路指

導について質問がでた。支援学校進学にかかる

情報についても共有した。 

・ 中学校の支援学級担任の動きについて知ること

ができた。小学校と違う目標で指導支援が必要

だったり、思春期になり、その支援が難しくなる生

徒もいたりするなどの課題もでていた。 

研究会の達成目標： 

「豊中市障害児教育基本方針（改定版）」に則った、豊中市の支援教育の可能性を示す。 

活動内容 ５月 

＜評価方法の交流・検討＞ 

・ 各学校で、評価の様式を持ち寄り、交流や検

討をした。 

① 「個別の通知表」という形で、学期ごとの目

標、様子、手立て、評価を記載したもの 

② 「個別の指導計画」として、短期目標・手

立て・評価（◎・〇・△）を記載したもの 

③ のびゆくこどもの項目を変えたもの 

 

・ 個別の教育支援計画、個別の指導計画を児

童、保護者にわかりやすく伝え、目標を共有す

る形を検討することができた。 

今後の活動 

 

６月 事例研究  

７月 A²アセスメント研修 

岩山カイナ先生（出来島支援学校） 

  ８月 研修「自立活動と音楽の関連を意識した授

業づくり」（仮） 

       山口奈央子先生（箕面支援学校） 

９月 研修 「自立活動における実態把握からの目

標設定について」（仮） 

～支援ツールの活用をとおして～ 

小田浩伸先生（大阪大谷大学） 

  

 

 

豊中市支援教育研究会 
実施日：２０２５年 ４月２３日 

                ５月２１日 

 研究テーマ：豊中市障害児教育基本方針（改定版）の実現に向けた支援教育の在り方 

～通常の学級における特別の教育課程の指導と自立活動の指導～ 


